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S-2・S-6南方延長の連続性調査（今後の課題④（2）（3）） －ボーリング調査－

○有識者会合は，S-2・S-6南方延長における断層露頭の有無とその状況を確認することを「今後の課題④（2）」，S-2・S-6南方延長（エリア１－
１）における中位段丘Ⅰ面堆積物との関係を調査することを「今後の課題④（3）」として示している。

○これを踏まえ，ボーリング調査を実施した結果，S-2・S-6は，N-5.1孔以南に認められないことから，南方延長の中位段丘Ⅰ面及び露岩域まで
連続しない。
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・ボーリング調査の結果によれば，S-2・S-6はN-5.1孔以南のボーリング孔では認められない。
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【N-5.1孔の評価】
・右の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度15～50mとなる。
・想定延長範囲において，S-2・S-6は認められない。

（想定延長範囲のコア写真は，次頁）

N-5.1孔断面図
（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向-15°
傾斜-5°

走向+15°
傾斜+5°

←W E→

【S-2・S-6南端の評価】
・基礎掘削面から南方に追跡した結果，L-6’孔，事務本館前トレンチ，M-5孔付近までS-2・S-6を確認。
・ L-6’孔と事務本館前トレンチで確認したS-2・S-6の位置，走向・傾斜を考慮して，南方への想定延長範囲を設定。
・N-5.1孔の想定延長範囲内に，S-2・S-6が認められないため，S-2・S-6はこれ以上連続しない。

アンジュレーション

アンジュレーション

N-5.1

調査位置図

S-2・S-6（EL-4.7m)

【ボーリング調査結果 N-5.1孔①】
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赤：S-2・S-6が認められる箇所
橙：S-2・S-6端部においてS-2・S-6が認められない箇所
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コア写真（深度15～50m）

N-5.1孔（孔口標高20.19m，掘進長50m，傾斜45°）

N-5.1孔において， S-2・S-6の想定延長範囲（深度15～50m）にS-2・S-6は認められない。

【ボーリング調査結果 N-5.1孔②】

S-2・S-6
想定延長位置
（34.9ｍ付近）
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【O-4.8孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度21.3m～

孔底以深となる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。

断面図（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長
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傾斜+5°

←W E→
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O-4.8孔（孔口標高16.89m，掘進長45m，鉛直）

【ボーリング調査結果 O-4.8孔】
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O-5.1O-5.0
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調査位置図
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ボーリング箇所

5.3-3-27

【S-2・S-6南西延長の評価】
・S-2・S-6は，さらに延長部でも，O-4.8孔，O-5.0孔及びO-5.1孔の３孔

で連続しないことを確認している。
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右写真
範囲



【O-5.0孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度3.9m～

孔底以深となる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。

断面図（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向W方向15°
傾斜-5°

走向E方向15°
傾斜+5°

←W E→
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【ボーリング調査結果 O-5.0孔①】
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ボーリング箇所右写真
範囲
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【O-5.0孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度3.9m～

孔底以深となる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。
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【ボーリング調査結果 O-5.0孔②】
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【O-5.1孔の評価】
・下の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，孔口以浅～

深度47.0mとなる。

・想定延長範囲において，S-2・S-6に対応する破砕部は認められない。
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O-5.1孔（孔口標高21.14m，掘進長60m，傾斜45°）
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【ボーリング調査結果 O-5.1孔】

第875回審査会合 資料1
P.432 一部修正

右写真
範囲

走向W方向15°
傾斜-5°



Ａ
B1U

D2

←W E→

1：6

1 5 10

Ａ B1U

D2

←N S→

12 16 20

B1L

北陸電力ブーマー (No.9.25U)

北陸電力ブーマー (No.108.25U)

S-2・S-6の延長位置＊

S-2・S-6の延長位置＊

石川県（1997）：1：33,000漁場環境図
「富来・志賀・羽咋海域」，石川県

位 置 図（石川県（1997）に一部加筆）

右図記録範囲

S-2・S-6(EL-4.7m)

石川県（1997）の底質凡例

岩石

中砂

細砂

1 5 8

Ａ

C1
B3

B2

B1L

B1U

D2

北陸電力ブーマー (No.9.5U)北陸電力スパーカー (No.9.5・Ｓ)

5

3

S-2・S-6の延長位置＊

←W E→

１
5

10

北
陸

電
力

ブ
ー

マ
ー

(N
o
.9

.2
5U

)

北陸電力ブーマー
(No.108.25U) 201612

１
5

8
5

北
陸

電
力

ブ
ー

マ
ー

(N
o
.9

.5
U

)
北

陸
電

力
ス

パ
ー

カ
ー

(N
o
.9

.5
・Ｓ

)

3

＊ S-2・S-6の延長位置は，S-2・S-6の平均走向・平均傾斜角に基づき，海底面での位置を図示している。 5.3-3-31

S-2・S-6南方延長の連続性調査（今後の課題④（4）） －海上音波探査－
第875回審査会合 資料1

P.433 再掲

○有識者会合は，S-2・S-6南方延長海域における音波探査記録結果の再検討を「今後の課題④(4)」として示している。
○これを踏まえ，音波探査記録を再解析した結果，S-2・S-6の南方延長海域の3測線（下図）において断層は認められない。



(3) 岩盤と堆積物の境界に関する調査結果

5.3-3-32



5.3-3-33

(3)-1 No.2トレンチ



■No.2トレンチの北面，南面において，岩盤と堆積物の境界について，試料採取前に肉眼観察を行い，その結果を基に薄片観察，XRD分析，XRF分析の試料採取箇所を決定した。
以下に，北面，南面の試料採取箇所を示す。

TE2N-D

←W E→

TE2N-C

TE2N-F

安山岩（均質）

TE2N-E

MⅠ段丘堆積物

調査位置図（No.2トレンチ 北面下段）

安山岩
（均質） 安山岩

（角礫質）

小段

Ｓ－２・Ｓ－６

E→←W

埋土 MⅠ段丘
堆積物

MⅠ段丘
堆積物

MⅠ段丘
堆積物

底盤

0 1m

試料採取箇所

拡大写真範囲

TE2N-B
TE2N-A

←W E→

拡大写真 拡大写真（試料採取位置等を加筆）

0 20cm

試料採取箇所
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※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの
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※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

No.2トレンチ 試料採取位置（北面中央）
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※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に
示したもの

No.2トレンチ 試料採取位置（北面東側）



試料採取位置 肉眼観察による区分 採取物の特徴

TE2N-A MⅠ段丘堆積物 明褐～褐色の砂混じりシルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2N-B MⅠ段丘堆積物 明褐～褐色の砂混じりシルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2N-C MⅠ段丘堆積物 岩盤の楔状の凹部の上部に分布するシルト混じり砂。明褐～黄褐色を呈し，径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2N-D MⅠ段丘堆積物 岩盤の楔状の凹部に分布するシルト混じり砂。明褐～黄褐色を呈し，径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2N-E MⅠ段丘堆積物 岩盤の楔状の凹部に分布するシルト混じり砂。明褐～黄褐色を呈する。

TE2N-F 安山岩（均質） 強風化した安山岩。明灰色を呈し，割目に黒色皮膜および明褐色粘土が付着する。

TE2N-G MⅠ段丘堆積物 明褐～褐色の砂混じりシルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。斑紋状に黒色を帯びる。

TE2N-H MⅠ段丘堆積物 岩盤部に楔状に入り込んだ明褐～褐色の流入粘土。岩片の他に径数mmの粒子状に黒色部を含む。

TE2N-I 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。明灰色を呈する。

TE2N-J MⅠ段丘堆積物 明褐～褐色の砂混じりシルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2N-K MⅠ段丘堆積物 明褐～褐色の砂混じりシルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2N-L MⅠ段丘堆積物 岩盤の楔状の凹部に分布する砂混じりシルト。黄褐～明褐色を呈する。

TE2N-M MⅠ段丘堆積物 岩盤の楔状の凹部に分布する砂混じりシルト。黄褐～明褐色を呈する。

TE2N-N 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。明灰色を呈し，開口した割目に明褐色の砂混じり粘土が流入する。

TE2N-O 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。明灰色を呈し，開口した割目に明褐色の粘土が流入する。

TE2N-P MⅠ段丘堆積物 明褐～褐色の砂混じりシルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2N-Q MⅠ段丘堆積物 岩盤の楔状の凹部に分布する砂混じりシルト。黄褐～明褐色を呈する。

TE2N-R MⅠ段丘堆積物 岩盤の楔状の凹部に分布する砂混じりシルト。黄褐～明褐色を呈する。
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No.2トレンチ 試料採取位置（北面）



安山岩

（均質）

←E W→

MⅠ段丘
堆積物

埋土埋土

MⅠ段丘堆積物

安山岩
（角礫質）

安山岩
（均質）

小段

W→←E

Ｓ－２・Ｓ－６
底盤 0 1m

試料採取箇所

拡大写真範囲

調査位置図（No.2トレンチ 南面下段）

←E W→

拡大写真 拡大写真（試料採取位置等を加筆）

0 20cm

試料採取箇所

MⅠ段丘堆積物

安山岩

（角礫質）

TE2S-J
TE2S-B

TE2S-GTE2S-C

TE2S-D

TE2S-E

TE2S-F

TE2S-H

TE2S-I

TE2S-K

TE2S-L

TE2S-M

TE2S-N

TE2S-O

TE2S-P

TE2S-Q

TE2S-R

TE2S-S

TE2S-T

TE2S-U

TE2S-V

TE2S-A

安山岩

（均質）

Ｓ－２・Ｓ－６Ｓ－２・Ｓ－６
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※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に
示したもの

No.2トレンチ 試料採取位置（南面）



試料採取位置 肉眼観察による区分 採取物の特徴

TE2S-A MⅠ段丘堆積物 明褐～黄褐色の砂混じりシルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-B MⅠ段丘堆積物 明褐～黄褐色の砂混じりシルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-C MⅠ段丘堆積物 明褐～黄褐色の砂質シルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-D MⅠ段丘堆積物 明褐～黄褐色を呈し，径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-E 安山岩（角礫質） 明灰色の安山岩角礫質の礫部。風化残留核の一部であり，ナイフで傷が付く程度の硬さである。斜長石や輝石の斑晶が認められる。

TE2S-F MⅠ段丘堆積物 明褐～暗褐色のシルト質砂。ナイフで削れる程度に固結している。径1～3mmの灰色安山岩粒子を僅かに含む。

TE2S-G MⅠ段丘堆積物 明褐～暗褐色のシルト質砂。ナイフで削れる程度に固結しているが一部で明褐色粘土を含む。

TE2S-H 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。明灰色を呈し，割目に黒色皮膜および明褐色粘土が付着する。

TE2S-I 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。明灰色を呈し，割目に黒色皮膜および明褐色粘土が付着する。

TE2S-J MⅠ段丘堆積物 明褐～暗褐色のシルト質砂。ナイフで削れる程度に固結している。

TE2S-K MⅠ段丘堆積物 明褐～暗褐色のシルト質砂。斑紋状に黒色を帯び，ナイフで削れる程度に固結している。径1～3mmの灰色安山岩粒子を僅かに含む。

TE2S-L MⅠ段丘堆積物 明褐～黄褐色のシルト質砂であるが，一部で褐色を帯びシルト・粘土分に富む。径1～3mmの灰色安山岩粒子を僅かに含む。

TE2S-M MⅠ段丘堆積物 明褐～暗褐色を呈し，斑紋状に黒色を帯び，ナイフで削れる程度に固結している。径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-N MⅠ段丘堆積物 明褐～暗褐色を呈し，斑紋状に黒色を帯び，ナイフで削れる程度に固結している。径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-O 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。明灰色を呈し，割目に黒色皮膜および明褐色粘土が付着する。

TE2S-P MⅠ段丘堆積物 明褐～暗褐色を呈し，斑紋状に黒色を帯び，ナイフで削れる程度に固結している。径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-Q MⅠ段丘堆積物 明褐～黄褐色を呈し，径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-R MⅠ段丘堆積物 明褐～黄褐色の砂質シルトに、径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-S MⅠ段丘堆積物 明褐～暗褐色のシルト質砂。ナイフで削れる程度に固結している。径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-T MⅠ段丘堆積物 明褐～暗褐色を呈しナイフで削れる程度に固結している。径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-U MⅠ段丘堆積物 明褐～暗褐色を呈し，斑紋状に黒色を帯び，ナイフで削れる程度に固結している。径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE2S-V 安山岩（均質） 明灰色の安山岩。ナイフで傷が付く程度の硬さである。斜長石の斑晶が認められる。
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No.2トレンチ 試料採取箇所の特徴等（南面）



（特徴）
・砂状粒子の石英を含む
・円磨された岩片（安山岩，凝灰岩）を含むことが
多い

円磨された岩片(安山岩）

Type t2

・薄片観察の結果，岩盤と堆積物に区分される。

Type g2
（肉眼観察による安山岩角礫質の礫部）

単ニコル

直交ニコル

Type g2
（肉眼観察による安山岩角礫質の基質部）

安山岩片

斜長石

輝石 粘土から
なる基質

■No.2トレンチの北面，南面において試料採取した計40枚の薄片観察結果を以下に示す。

単ニコル

直交ニコル

単ニコル

直交ニコル

岩
盤
と
判
断
し
た
も
の

堆
積
物
と
判
断
し
た
も
の

TE2S-E TE2N-O

TE2S-M

（特徴）
・砂状粒子の石英をほとんど含まない（石英は初
生的には安山岩に含まれない）

・斜長石や輝石が自形の斑晶として認められるな
いし，基質部では微細な粘土からなる基質中にや
や角ばった安山岩片が含まれることが多い

石英

5.3-3-40

次頁以降の凡例（鉱物名）

〔岩片・生物遺骸〕
AN:安山岩 TF:凝灰岩 GN:花崗岩質岩 SI:珪化岩 MS:泥岩

〔初成鉱物・鉱物片〕
Qz:石英 Pl:斜長石 Kf:カリ長石 Bi：黒雲母 Hb:普通角閃石
Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石
Mf:(詳細不明)苦鉄質鉱物 Op:不透明鉱物

〔２次鉱物〕
Si:(詳細不明)シリカ鉱物 Ver:バーミュライト
Sm:スメクタイト様粘土鉱物 Cl:(詳細不明)粘土鉱物
Ge:水酸化鉄 Zeo:沸石類 Py:黄鉄鉱 Amo:非晶質物質(Ge以外)

〔その他の記号〕
（ ）:仮像 MX:基質および石基 ＦＰ：フラクチャー孔隙
DP:溶解孔隙

No.2トレンチ ①薄片観察結果



岩盤

TE2N-G

Type t2

Type t2

Type t2

Type g2

Type t2 Type t2

Type t2

Type g2 Type g2

Type t2

Type t2 Type t2

Type t2 Type t2 Type t2

Type t2

Type g2

TE2N-F TE2N-I TE2N-N TE2N-O

TE2N-A

TE2N-B

TE2N-C

TE2N-D

TE2N-E

TE2N-H

TE2N-J

TE2N-K

TE2N-L

TE2N-M

TE2N-P

TE2N-Q

TE2N-R

Type t2

堆積物

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル

西側 中央 東側

堆
積
物

岩
盤
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No.2トレンチ ①薄片観察結果一覧（北面）



Type t2 Type t2

Type t2Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

Type t2 Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

TE2S-B TE2S-D

TE2S-C TE2S-F

TE2S-G

TE2S-J

TE2S-K

TE2S-L

TE2S-M

TE2S-N TE2S-P

TE2S-Q

Type t2

TE2S-A

Type g2 Type g2 Type g2

TE2S-E TE2S-H TE2S-I TE2S-O

Type g2

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル

東側← →西側

堆
積
物

岩
盤
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No.2トレンチ ①薄片観察結果一覧（南面）(1)



Type t2

Type t2

Type t2

TE2S-R

TE2S-S

TE2S-T

TE2S-U

Type t2

TE2S-V

Type g2

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル

東側← →西側

堆
積
物

岩
盤
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No.2トレンチ ①薄片観察結果一覧（南面）(2)



Type t2 Type t2

Type t2Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

TE2N-A

TE2N-B

TE2N-C

TE2N-D

TE2N-E

TE2N-G

TE2N-H

TE2N-J

TE2N-K

TE2N-L

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル。鉱物名の凡例は補足資料P.5.3-3-47参照 5.3-3-44

No.2トレンチ ①薄片観察結果 (Type t2)（1）



Type t2

Type t2

Type t2

TE2N-M

TE2N-P

TE2N-Q

TE2N-R

Type t2

Type t2

TE2S-A

Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

TE2S-B TE2S-D

TE2S-C TE2S-F

TE2S-G

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル。鉱物名の凡例は次々頁参照 5.3-3-45

No.2トレンチ ①薄片観察結果 (Type t2) (2)



Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

Type t2 Type t2

Type t2

Type t2

Type t2

TE2S-J

TE2S-K

TE2S-L

TE2S-M

TE2S-N

TE2S-P

TE2S-Q

TE2S-R

TE2S-S

TE2S-T

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル。鉱物名の凡例は次頁参照 5.3-3-46

No.2トレンチ ①薄片観察結果 (Type t2) (3)



TE2S-U

Type t2

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル。 5.3-3-47

凡例（鉱物名）

〔岩片・生物遺骸〕
AN:安山岩 TF:凝灰岩 GN:花崗岩質岩 SI:珪化岩 MS:泥岩

〔初成鉱物・鉱物片〕
Qz:石英 Pl:斜長石 Kf:カリ長石 Bi：黒雲母 Hb:普通角閃石
Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石
Mf:(詳細不明)苦鉄質鉱物 Op:不透明鉱物

〔２次鉱物〕
Si:(詳細不明)シリカ鉱物 Ver:バーミュライト
Sm:スメクタイト様粘土鉱物 Cl:(詳細不明)粘土鉱物
Ge:水酸化鉄 Zeo:沸石類 Py:黄鉄鉱 Amo:非晶質物質(Ge以外)

〔その他の記号〕
（ ）:仮像 MX:基質および石基 ＦＰ：フラクチャー孔隙
DP:溶解孔隙

No.2トレンチ ①薄片観察結果 (Type t2) (4)



Type g2 Type g2

Type g2

Type g2

Type g2

Type g2

Type g2

TE2N-F

TE2N-I

TE2N-N

TE2N-O

TE2S-E

TE2S-H

TE2S-I

TE2S-O

TE2S-V

Type g2

Type g2

堆積物岩盤

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル。鉱物名の凡例は補足資料P.5.3-3-47参照
5.3-3-48

No.2トレンチ ①薄片観察結果 (Type g2)



トレンチ位置 試料名
薄片観察による

岩相区分

石
英
最
強
ピ
ー
ク

ＸＲＤによる検出鉱物

石
英

ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト

ト
リ
デ
ィ
マ
イ
ト

カ
リ
長
石

斜
長
石

角
閃
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

雲
母
鉱
物

緑
泥
石

ス
メ
ク
タ
イ
ト

バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト

ギ
ブ
サ
イ
ト

磁
鉄
鉱

磁
赤
鉄
鉱

赤
鉄
鉱

針
鉄
鉱

No.2

TE2N-A

堆積物 Type t2

3440 ○ △ ± ± △ ± ± ±

TE2N-B 2217 △ △ ± ± △ ± ± ±

TE2N-C 3440 ○ △ ± △ ± ＋ ± ±

TE2N-D 5454 ◎ △ △ ± △ ± ± ±

TE2N-E 5745 ◎ △ ± ± △ ± ± ±

TE2N-G 2291 △ △ △ ± ± ± ±

TE2N-H 3367 ○ △ △ ± ± ±

TE2N-J 2406 △ △ ± △ ± ± ±

TE2N-K 4060 ○ △ ± ± △ ± ＋ ＋ ± ±

TE2N-L 4757 ○ △ ± △ ± ± ±

TE2N-M 4818 ○ △ ± △ ± ± ±

TE2N-P 2008 △ △ △ ± ±

TE2N-Q 2394 △ △ △ ± ± ± ±

TE2N-R 2902 ○ △ ± △ ± ± ± ±

TE2S-A 1919 △ △ ± △ ± ± ±

TE2S-B 2107 △ △ △ ± ± ±

TE2S-C 1613 △ △ △ ± ± ± ±

TE2S-D 1132 △ △ △ ± ± ± ±

TE2S-F 3191 ○ △ ± ± △ ± ± ±

TE2S-G 4355 ○ △ ± △ ± ±

TE2S-J 4807 ○ △ ± ± △ ± ±

TE2S-K 4357 ○ △ ± ± △ ± ± ± ±

TE2S-L 2941 ○ △ ± △ ± ± ± ± ± ±

TE2S-M 2153 △ △ ± ± △ ± ± ＋ ± ±

TE2S-N 2893 ○ △ ± △ ± ± ±

TE2S-P 3808 ○ △ ± ± △ ± ± ± ±

TE2S-Q 2018 △ △ ± △ ± ±

TE2S-R 1826 △ △ ± △ ± ± ±

TE2S-S 4730 ○ △ ± ± △ ± ± ± ±

TE2S-T 3706 ○ △ ± ± △ ± ±

TE2S-U 3997 ○ △ ± ± △ ± ± ±

TE2N-F

岩盤 Type g2

65 ± △ △ ± ＋ ±

TE2N-I 999 △ △ △ ± ＋ ＋ ±

TE2N-N 1120 △ △ ＋ ＋ △ ± ± ± ±

TE2N-O 105 ± △ ± △ ± ＋ △

TE2S-E 139 ± ± △ △ △ ＋ ± ＋

TE2S-H 80 ± △ ± ± ＋ ±

TE2S-I 365 ＋ ± △ ± ＋ ＋ ±

TE2S-O 553 △ ± △ ± ± ＋ ±

TE2S-V 92 ± ○ △ ± ＋ ±

◎：多量＞5000cps  ○：中量2500～5000cps  
△：少量500～2500cps  ＋：微量250～500cps  
±：きわめて微量<250cps
標準石英最強回折線強度 （3回繰り返し測定，
平均53,376cps）

・薄片観察にてType t2と区分された堆積物

は，石英最強ピークが1,132～5,745cpsで，

カリ長石が検出されるものが多い。

・薄片観察にてType g2と区分された岩盤は，

石英最強ピークが65～1,120cpsと堆積物に

比べて小さく，スメクタイトが検出されるもの

が多い。

■XRD分析による検出鉱物を薄片観察結果と比較した。

・石英のピーク値及び鉱物組成を比較し
た結果，薄片観察結果（岩盤と堆積物の
区分）を支持する結果が得られた。

７
Å
型
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
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No.2トレンチ ②XRD分析結果
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■XRF分析による主要化学組成を薄片観察結果と比較した。

・主要化学組成を比較
した結果，明瞭な差異
は認められなかった。
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No.2トレンチ ③XRF分析結果 ハーカー図



主要化学組成（lg.Loss規格化後）

試料名 Type SiO2 TiO2 Al2O3 T-Fe2O3 MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 Total

TE2N-A

t2

55.28 1.00 30.27 10.90 0.35 0.76 0.19 0.19 0.95 0.10 100.00 

TE2N-B 53.81 0.99 31.68 11.04 0.21 0.81 0.27 0.18 0.90 0.10 100.00 

TE2N-C 54.11 1.04 30.33 12.09 0.18 0.69 0.34 0.23 0.88 0.11 100.00 

TE2N-D 57.81 0.84 29.72 9.09 0.20 0.64 0.24 0.36 1.03 0.08 100.00 

TE2N-E 58.29 1.21 25.31 12.44 0.09 0.79 0.29 0.30 1.21 0.08 100.00 

TE2N-G 50.67 1.24 30.05 14.23 0.23 1.28 0.63 0.18 1.41 0.08 100.00 

TE2N-H 53.13 1.07 30.45 11.45 0.25 1.31 0.68 0.16 1.44 0.06 100.00 

TE2N-J 51.79 1.28 29.18 14.73 0.11 1.07 0.55 0.20 0.95 0.14 100.00 

TE2N-K 51.31 1.27 26.11 18.02 0.46 0.95 0.48 0.25 1.04 0.13 100.00 

TE2N-L 55.48 0.90 29.85 10.79 0.18 0.88 0.39 0.21 1.24 0.08 100.00 

TE2N-M 56.46 0.82 30.52 9.42 0.28 0.78 0.30 0.18 1.16 0.08 100.00 

TE2N-P 52.22 1.04 31.89 12.32 0.30 0.81 0.42 0.14 0.78 0.08 100.00 

TE2N-Q 52.09 1.00 30.74 13.13 0.32 0.90 0.45 0.13 1.17 0.07 100.00 

TE2N-R 52.92 0.92 32.56 10.90 0.22 0.87 0.36 0.16 1.03 0.07 100.00 

TE2S-A 48.75 0.95 30.49 17.44 0.08 0.74 0.48 0.12 0.85 0.10 100.00 

TE2S-B 49.73 1.05 31.31 15.02 0.08 0.96 0.51 0.15 1.11 0.08 100.00 

TE2S-C 48.65 1.05 32.11 16.02 0.15 0.66 0.45 0.14 0.63 0.13 100.00 

TE2S-D 51.74 0.94 33.21 11.35 0.34 0.87 0.44 0.10 0.93 0.07 100.00 

TE2S-F 53.73 0.98 30.92 11.89 0.20 0.67 0.46 0.17 0.91 0.08 100.00 

TE2S-G 55.89 0.94 30.44 10.18 0.13 0.70 0.45 0.25 0.96 0.07 100.00 

TE2S-J 55.06 1.08 29.20 12.04 0.33 0.66 0.44 0.21 0.92 0.07 100.00 

TE2S-K 56.33 1.00 27.86 12.11 0.39 0.62 0.43 0.22 0.96 0.08 100.00 

TE2S-L 52.73 1.08 31.48 11.54 0.14 1.07 0.55 0.17 1.17 0.06 100.00 

TE2S-M 51.95 1.33 31.64 12.39 0.21 0.84 0.53 0.16 0.89 0.06 100.00 

TE2S-N 52.55 1.19 28.54 14.14 1.15 0.74 0.53 0.19 0.89 0.07 100.00 

TE2S-P 54.31 1.22 28.95 13.08 0.26 0.65 0.43 0.18 0.84 0.07 100.00 

TE2S-Q 51.80 1.18 31.11 13.46 0.30 0.70 0.46 0.16 0.75 0.08 100.00 

TE2S-R 50.20 1.11 31.23 14.47 0.30 0.90 0.59 0.12 1.00 0.08 100.00 

TE2S-S 55.62 1.00 29.22 11.76 0.10 0.65 0.44 0.18 0.95 0.08 100.00 

TE2S-T 52.84 1.00 30.99 12.62 0.44 0.67 0.40 0.18 0.79 0.07 100.00 

TE2S-U 55.45 1.09 29.18 11.80 0.24 0.65 0.39 0.24 0.89 0.07 100.00 

TE2N-F

g2

51.30 1.31 29.01 16.08 0.12 1.20 0.64 0.12 0.18 0.03 100.00 

TE2N-I 51.24 1.32 30.90 13.18 0.33 1.23 0.91 0.12 0.73 0.05 100.00 

TE2N-N 51.36 0.95 33.10 12.27 0.29 0.79 0.26 0.13 0.77 0.07 100.00 

TE2N-O 46.93 1.99 29.42 18.29 0.18 2.06 0.61 0.23 0.22 0.08 100.00 

TE2S-E 43.01 1.58 29.18 16.48 0.23 6.36 2.83 0.15 0.09 0.08 100.00 

TE2S-H 47.07 1.65 31.03 17.37 0.37 1.08 0.91 0.05 0.42 0.06 100.00 

TE2S-I 48.33 1.45 31.46 15.98 0.55 1.00 0.78 0.07 0.32 0.06 100.00 

TE2S-O 48.84 1.31 29.79 17.38 0.39 0.98 0.87 0.09 0.30 0.05 100.00 

TE2S-V 53.68 1.29 28.09 14.36 0.21 1.11 0.84 0.16 0.22 0.03 100.00 5.3-3-51

No.2トレンチ ③XRF分析結果 主要化学組成一覧表



0 以上、2未満（10-3SI）

2 以上、4未満（10-3SI）

4 以上、6未満（10-3SI）

6 以上、8未満（10-3SI）

8 以上（10-3SI）

測定不能 ( 試料採取跡等 )

帯磁率凡例

0 10cm

E→←W

埋土 MⅠ段丘
堆積物

MⅠ段丘堆積物

MⅠ段丘
堆積物

安山岩
（均質） 安山岩

（角礫質）

小段

Ｓ－２・Ｓ－６

底盤

0 1m

東側測定結果中央測定結果西側測定結果

東側測定範囲

西側測定範囲
中央測定範囲

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤や礫と判断

される箇所においては帯磁率が大きくなる。

帯磁率測定箇所

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤や礫と判断

される箇所においては帯磁率が大きくなる。

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤や礫と判断

される箇所においては帯磁率が大きくなる。

調査位置図（No.2トレンチ 北面下段）

安山岩

（角礫質）

MⅠ段丘
堆積物

安山岩

（角礫質）

MⅠ段丘
堆積物

安山岩
（均質）

安山岩
（均質）

MⅠ段丘
堆積物

←W E→ ←W E→←W E→

■No.2トレンチの北面，南面において帯磁率測定を実施し，肉眼観察による岩盤と堆積
物の境界と比較した。

0 10cm0 10cm

Ｓ－２・Ｓ－６

5.3-3-52

No.2トレンチ ④帯磁率測定結果（北面）

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの ※写真，境界は有識者会合の 第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの



W→←E

MⅠ段丘堆積物

埋土
埋土

MⅠ段丘堆積物

安山岩
（角礫質）

安山岩
（均質）

小段

Ｓ－２・Ｓ－６
底盤

0 1m

測定範囲

調査位置図（No.2トレンチ 南面下段）

測定結果

※写真は試料採取前の整形前のもの
（試料採取は帯磁率測定後に再整形し，実施）

安山岩

（角礫質）

MⅠ段丘
堆積物

安山岩
（均質）

0 以上、2未満（10-3SI）

2 以上、4未満（10-3SI）

4 以上、6未満（10-3SI）

6 以上、8未満（10-3SI）

8 以上（10-3SI）

帯磁率凡例

0 10cm

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤や礫と判断される箇所に

おいては帯磁率が大きくなる。

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤と
判断される箇所においては，肉眼観察
結果と概ね整合的な結果が得られた。

←E W→

Ｓ－２・Ｓ－６

帯磁率測定箇所

5.3-3-53

※写真，境界は有識者会合の第２回
評価会合時に示したもの

No.2トレンチ ④帯磁率測定結果（南面）



←W E→

安山岩

（角礫質）

安山岩

（均質）

MⅠ段丘堆積物

0 20cm

Ｓ－２・Ｓ－６

←W E→

安山岩（均質）

MⅠ段丘堆積物

0 20cm

岩盤 Type g2

堆積物 Type t2

北面西側

北面中央 5.3-3-54

No.2トレンチ 岩盤と堆積物の境界に関する検討のまとめ（北面西側，北面中央）

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

No.2トレンチ（北面西側，北面中央）におい
て，肉眼観察の結果を基本とし，各種分析
による客観的かつ定量的なデータを整理
することにより岩盤と堆積物の境界すると
左図のとおりとなる。



No.2トレンチ（北面東側，南面）において，
肉眼観察の結果を基本とし，各種分析に
よる客観的かつ定量的なデータを整理す
ることにより岩盤と堆積物の境界すると左
図のとおりとなる。

岩盤 Type g2

堆積物 Type t2

岩盤 Type g2

堆積物 Type t2

0 20cm

←W E→

安山岩（角礫質）

←E W→

MⅠ段丘堆積物

安山岩

（均質）

安山岩

（角礫質）

0 20cm Ｓ－２・Ｓ－６

No.2トレンチ 北面東側

No.2トレンチ 南面 5.3-3-55

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

No.2トレンチ 岩盤と堆積物の境界に関する検討のまとめ（北面東側，南面）



5.3-3-56

(3)-2 No. 3トレンチ



No.3トレンチ 試料採取位置（南側トレンチ 北面，東面）

5.3-3-57

拡大写真

←W E→

0 1m

安山岩（角礫質）

埋土赤褐色土壌

明褐～褐色土壌 赤褐色土壌

試料採取箇所

拡大写真範囲

E→←W

調査位置図（No.3南側トレンチ 北面）

■No.3南側トレンチの北面，東面，南面において岩盤と堆積物の境界について，試料採取前に肉眼観察を行い，その結果を基に薄片観察，XRD分析，XRF分析の試料採取箇所を決定した。
以下に，北面，東面，南面の試料採取箇所を示す。

拡大写真（試料採取位置等を加筆）

赤褐色土壌

安山岩（角礫質）

埋土

TE3SN-A

TE3SN-B

TE3SN-C

TE3SN-D

TE3SN-E

←W

0 50cm

E→

試料採取箇所

0 1m

埋土

赤褐色土壌

安山岩（角礫質）

←N S→

試料採取箇所
拡大写真範囲

調査位置図（No.3南側トレンチ 東面）

試料採取箇所

←N S→

拡大写真

←N S→

埋土

赤褐色土壌

砂質シルト層

安山岩（角礫質）

拡大写真（試料採取位置等を加筆）

0 50cm

TE3SE-C

TE3SE-B

TE3SE-A
TE3SE-D

TE3SE-E

TE3SE-F

MⅠ段丘堆積物

MⅠ段丘堆積物

MⅠ段丘堆積物

砂質シルト層

MⅠ段丘堆積物

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者
会合の第２回評価会
合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの



安山岩（角礫質）

埋土
明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

砂質シルト層

赤褐色土壌

0 1m

←E W→

東側

拡大写真範囲

中央

拡大写真範囲

西側

拡大写真範囲

試料採取箇所

調査位置図（No.3南側トレンチ 南面）

W→←EW→←E W→←E

東側拡大写真

TE3SS-A

TE3SS-B

TE3SS-C
安山岩

（角礫質）

埋土

砂質

シルト層

赤褐色土壌

W→←E

埋土

赤褐色土壌

TE3SS-D

TE3SS-E

TE3SS-F

W→←E

埋土

TE3SS-G

TE3SS-H

TE3SS-I

W→←E

赤褐色土壌

東側拡大写真
（試料採取位置等を加筆）

0 50cm

試料採取箇所

中央拡大写真
（試料採取位置等を加筆）

0 50cm

試料採取箇所

西側拡大写真
（試料採取位置等を加筆）

0 50cm

試料採取箇所

西側拡大写真中央拡大写真

MⅠ段丘堆積物

MⅠ段丘
堆積物

安山岩

（角礫質）

砂質

シルト層

MⅠ段丘
堆積物

安山岩

（角礫質）

砂質

シルト層

MⅠ段丘
堆積物

5.3-3-58

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

No.3トレンチ 試料採取位置（南側トレンチ 南面）



試料採取位置 肉眼観察による区分 採取物の特徴

TE3SN-A 赤褐色土壌 赤褐～明褐色を呈するシルト質粘土，中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

TE3SN-B 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。褐～黄灰色を呈し，割目に黒色皮膜および明褐色粘土が付着する。

TE3SN-C 赤褐色土壌 赤褐～明褐色を呈するシルト質粘土，中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

TE3SN-D MⅠ段丘堆積物 明褐～黄灰色の砂質シルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE3SN-E 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。褐～暗褐色を呈し，開口した割目に明褐色の砂混じり粘土が流入する。

TE3SE-A 砂質シルト層 にぶい褐色を呈するシルトからなり砂分が僅かに混じる。

TE3SE-B MⅠ段丘堆積物 明褐～黄灰色の砂質シルトに径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。一部で風化により粘土化し褐色を帯びる。

TE3SE-C 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。褐～黄灰色を呈し割目に黒色皮膜および明褐色粘土が付着する。

TE3SE-D 砂質シルト層 にぶい褐色を呈するシルトからなり砂分が僅かに混じる。

TE3SE-E MⅠ段丘堆積物 明褐～黄灰色の砂質シルトに、径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。一部で風化により粘土化し褐色を帯びる。

TE3SE-F 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。褐～暗褐色を呈し，開口した割目に明褐色の砂混じり粘土が流入する。

TE3SS-A 砂質シルト層 にぶい褐色を呈するシルトからなり砂分が僅かに混じる。

TE3SS-B MⅠ段丘堆積物 明褐～黄灰色を呈し，径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE3SS-C 安山岩（角礫質） 強風化した安山岩角礫質の基質部。褐～暗褐色を呈し，割目に黒色皮膜および明褐色粘土が付着する。

TE3SS-D 砂質シルト層 にぶい褐色を呈するシルトからなり砂分が僅かに混じる。

TE3SS-E MⅠ段丘堆積物 明褐～黄灰色を呈し，径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE3SS-F 安山岩（角礫質） 明灰色の安山岩角礫質の礫部。風化残留核の一部であり，ナイフで傷が付く程度の硬さである。斜長石や輝石の斑晶が認められる。

TE3SS-G 砂質シルト層 にぶい褐色を呈するシルトからなり砂分が僅かに混じる。

TE3SS-H MⅠ段丘堆積物 褐～暗褐色を呈し，径1～3mmの灰色安山岩粒子を含む。

TE3SS-I 安山岩（角礫質） 明灰色の安山岩角礫質の礫部。風化残留核の一部であり，ナイフで傷が付く程度の硬さである。斜長石や輝石の斑晶が認められる。
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No.3トレンチ 試料採取位置（南側トレンチ）



（特徴）
・砂状粒子の石英を含む
・円磨された岩片（安山
岩，凝灰岩）を含むこと
が多い

円磨された岩片
（安山岩）

（特徴）
・シルト質の基質に砂状
やシルト状粒子の石英
を多く含む

シルト質な基質

Type t3-1 Type t3-2

・薄片観察の
結果，岩盤
と堆積物に
区分され，
堆積物はさ
らに２種類
に細区分さ
れる。

（特徴）
・砂状粒子の石英をほとんど含まない（石英
は初生的には安山岩に含まれない）

・斜長石や輝石が自形の斑晶として認めら
れるないし，基質部では微細な粘土からな
る基質中にやや角ばった安山岩片が含ま
れることが多い

Type g3
（肉眼観察による安山岩角礫質の礫部）

単ニコル

直交ニコル

Type g3
（肉眼観察による安山岩角礫質の基質部）

安山岩片

石英

拡大写真範囲

斜長石

輝石 粘土から
なる基質

■No.3南側トレンチの北面，東面，南面において試料採取した計20枚の薄片観察結果を以下に示す。

単ニコル

直交ニコル

単ニコル

直交ニコル

単ニコル

直交ニコル

岩
盤
と
判
断
し
た
も
の

堆
積
物
と
判
断
し
た
も
の

TE3SS-F TE3SE-F

TE3SE-E TE3SS-D

拡大写真

シルトサイズの
石英が多く含まれる

0.2mm

円磨された岩片
（凝灰岩）

石英

直交ニコル
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No.3トレンチ ①薄片観察結果（南側トレンチ）



Type t3‐1

TE3SN-D

Type t3‐2 Type t3‐2

TE3SN-CTE3SN-A

Type t3‐1

TE3SE-B

Type t3‐2 Type t3‐2

TE3SE-DTE3SE-A

2.0 mm

2.0 mm

Type t3‐1

TE3SS-B

Type t3‐2

TE3SS-A

Type t3‐1

TE3SS-E

Type t3‐1

TE3SS-H

Type t3‐2

TE3SS-D

Type t3‐2

TE3SS-G

Type g3

TE3SN-ETE3SN-B

Type g3 Type g3

TE3SE-FTE3SE-C

Type g3

TE3SS-C

Type g3

TE3SS-F

Type g3

TE3SS-I

Type g3

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル

Type t3‐1

TE3SE-E

北面 東面 南面

堆積物
(Type t3-

2)

堆積物
(Type t3-

1)

岩盤
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No.3トレンチ ①薄片観察結果一覧（南側トレンチ）



Type t3‐2

Type t3‐2

TE3SN-C

TE3SN-A

Type t3‐2

Type t3‐2

TE3SE-D

TE3SE-A

2.0 mm

2.0 mm

Type t3‐2

TE3SS-A

Type t3‐2

TE3SS-D

Type t3‐2

TE3SS-G

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル。
5.3-3-62

凡例（鉱物名）

〔岩片・生物遺骸〕
AN:安山岩 TF:凝灰岩 GN:花崗岩質岩 SI:珪化岩 MS:泥岩

〔初成鉱物・鉱物片〕
Qz:石英 Pl:斜長石 Kf:カリ長石 Bi：黒雲母 Hb:普通角閃石
Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石
Mf:(詳細不明)苦鉄質鉱物 Op:不透明鉱物

〔２次鉱物〕
Si:(詳細不明)シリカ鉱物 Ver:バーミュライト Sm:スメクタイト様粘土鉱物
Cl:(詳細不明)粘土鉱物
Ge:水酸化鉄 Zeo:沸石類 Py:黄鉄鉱 Amo:非晶質物質(Ge以外)

〔その他の記号〕
（ ）:仮像 MX:基質および石基 ＦＰ：フラクチャー孔隙
DP:溶解孔隙

No.3トレンチ ①薄片観察結果（南側トレンチ Type t3-2）



Type t3‐1Type t3‐1

TE3SN-D

Type t3‐1

TE3SE-B

TE3SE-E

Type t3‐1

TE3SS-B

Type t3‐1

TE3SS-E

Type t3‐1

TE3SS-H

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル。
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凡例（鉱物名）

〔岩片・生物遺骸〕
AN:安山岩 TF:凝灰岩 GN:花崗岩質岩 SI:珪化岩 MS:泥岩

〔初成鉱物・鉱物片〕
Qz:石英 Pl:斜長石 Kf:カリ長石 Bi：黒雲母 Hb:普通角閃石
Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石
Mf:(詳細不明)苦鉄質鉱物 Op:不透明鉱物

〔２次鉱物〕
Si:(詳細不明)シリカ鉱物 Ver:バーミュライト Sm:スメクタイト様粘土鉱物
Cl:(詳細不明)粘土鉱物
Ge:水酸化鉄 Zeo:沸石類 Py:黄鉄鉱 Amo:非晶質物質(Ge以外)

〔その他の記号〕
（ ）:仮像 MX:基質および石基 ＦＰ：フラクチャー孔隙
DP:溶解孔隙

No.3トレンチ ①薄片観察結果（南側トレンチ Type t3-1）



Type g3

TE3SS-F

Type g3

TE3SS-C

Type g3

TE3SN-E

TE3SN-B

Type g3

Type g3

TE3SE-F

TE3SE-C

Type g3

TE3SS-I

Type g3

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル。
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凡例（鉱物名）

〔岩片・生物遺骸〕
AN:安山岩 TF:凝灰岩 GN:花崗岩質岩 SI:珪化岩 MS:泥岩

〔初成鉱物・鉱物片〕
Qz:石英 Pl:斜長石 Kf:カリ長石 Bi：黒雲母 Hb:普通角閃石
Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石
Mf:(詳細不明)苦鉄質鉱物 Op:不透明鉱物

〔２次鉱物〕
Si:(詳細不明)シリカ鉱物 Ver:バーミュライト Sm:スメクタイト様粘土鉱物
Cl:(詳細不明)粘土鉱物
Ge:水酸化鉄 Zeo:沸石類 Py:黄鉄鉱 Amo:非晶質物質(Ge以外)

〔その他の記号〕
（ ）:仮像 MX:基質および石基 ＦＰ：フラクチャー孔隙
DP:溶解孔隙

No.3トレンチ ①薄片観察結果（南側トレンチ Type g3）



◎：多量＞5000cps  ○：中量2500～5000cps  △：少量500～2500cps  ＋：微量250～500cps  ±：きわめて微量<250cps
標準石英最強回折線強度 （3回繰り返し測定，平均53,376cps）

トレンチ位置 試料名
薄片観察による

岩相区分

石
英
最
強
ピ
ー
ク

ＸＲＤによる検出鉱物

石
英

ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト

ト
リ
デ
ィ
マ
イ
ト

カ
リ
長
石

斜
長
石

角
閃
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

雲
母
鉱
物

緑
泥
石

ス
メ
ク
タ
イ
ト

バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト

ギ
ブ
サ
イ
ト

磁
鉄
鉱

磁
赤
鉄
鉱

赤
鉄
鉱

針
鉄
鉱

No.3
南側

TE3SN-A

堆積物 Type t3-2

5462 ○ △ ± ± △ ± ± ± ± ±

TE3SN-C 3970 ○ △ ± △ ± ± ± ± ±

TE3SE-A 9441 ◎ △ ± △ ± ± ± ±

TE3SE-D 12185 ◎ △ ＋ △ ± ± ± ± ±

TE3SS-A 8875 ◎ △ ± △ ± ± ± ±

TE3SS-D 11550 ◎ △ ± △ ± ± ± ±

TE3SS-G 5761 ◎ △ ± ± △ ± ± ± ±

TE3SN-D

堆積物 Type t3-1

2097 ○ △ ± △ ± ± ± ±

TE3SE-B 5651 ◎ △ ± △ ± ± ± ±

TE3SE-E 4169 ○ △ ± ± △ ± ± ± ± ±

TE3SS-B 3140 ○ △ ± △ ± ± ±

TE3SS-E 3021 ○ △ ± ± △ ± ± ±

TE3SS-H 2924 ○ △ ± △ ± ± ±

TE3SN-B

岩盤 Type g3

- △ ＋ △ △ ± △ △

TE3SN-E 1272 △ △ △ ± ± ± ＋ ±

TE3SE-C 791 △ △ ＋ △ ± ＋ ＋

TE3SE-F 1823 △ △ △ ± ± ＋ ＋ ±

TE3SS-C - △ △ ＋ △ ± ± △

TE3SS-F - ○ △ ± △ ± ＋ ＋

TE3SS-I - △ △ △ ＋ ＋ ± ± ＋

・薄片観察にてType t3-2と区分された堆積物は，石英最強ピークが3,970～12,185cpsとType 

t3-1の堆積物に比べて概ねピーク値が大きく，カリ長石が検出されるものが多い。

・薄片観察にてType t3-1と区分された堆積物は，石英最強ピークが2,097～5,651cpsで，カリ

長石が検出されるものが多い。

・薄片観察にてType g3と区分された岩盤は，石英最強ピークが検出されない～1,823cpsと堆

積物に比べて小さく，スメクタイトが検出されるものが多い。

・石英のピーク値及び鉱物組成を比較した結果，薄片観察結果（岩盤と堆積物
の区分）を支持する結果が得られた。

■XRD分析による検出鉱物を薄片観察結果と比較した。

７
Å
型
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
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No.3トレンチ ②XRD分析結果（南側トレンチ）
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堆積物 Type t3-1

岩盤 Type g3

堆積物 Type t3-2

・主要化学組成を比較した
結果， SiO2等の量比から
薄片観察結果（岩盤と堆
積物の区分）を支持する結
果が得られた。

■XRF分析による主要化学組成を薄片観察結果と比較した。
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No.3トレンチ ③XRF分析結果 ハーカー図（南側トレンチ）



試料名 Type SiO2 TiO2 Al2O3 T-Fe2O3 MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 Total

TE3SN-A

t3-2

56.85 1.30 28.84 9.86 0.07 1.00 0.55 0.10 1.39 0.03 100.00 

TE3SN-C 55.34 1.22 29.94 10.34 0.11 0.89 0.76 0.20 1.15 0.03 100.00 

TE3SE-A 62.22 1.38 24.08 9.13 0.10 0.88 0.47 0.14 1.55 0.03 100.00 

TE3SE-D 65.19 1.48 20.42 9.52 0.10 0.84 0.47 0.22 1.74 0.03 100.00 

TE3SS-A 62.91 1.43 23.83 8.50 0.09 0.90 0.55 0.16 1.59 0.03 100.00 

TE3SS-D 63.76 1.47 22.56 8.93 0.12 0.95 0.35 0.18 1.65 0.03 100.00 

TE3SS-G 57.29 1.29 27.93 10.31 0.09 1.05 0.37 0.12 1.49 0.04 100.00 

TE3SN-D

t3-1

53.68 1.20 32.48 9.63 0.16 0.99 0.59 0.16 1.07 0.03 100.00 

TE3SE-B 55.96 1.42 27.48 11.78 0.09 1.10 0.59 0.15 1.38 0.04 100.00 

TE3SE-E 56.44 1.24 29.67 9.66 0.15 0.83 0.65 0.12 1.20 0.03 100.00 

TE3SS-B 55.44 1.18 30.61 9.85 0.09 0.83 0.81 0.12 1.03 0.03 100.00 

TE3SS-E 56.15 1.31 31.16 8.64 0.12 0.82 0.60 0.14 1.03 0.03 100.00 

TE3SS-H 55.91 1.28 33.38 7.09 0.07 0.81 0.47 0.14 0.82 0.03 100.00 

TE3SN-B

g3

43.28 1.72 30.64 18.99 0.14 3.47 1.43 0.15 0.13 0.06 100.00 

TE3SN-E 48.06 1.87 29.08 17.69 0.13 1.31 0.67 0.13 1.01 0.06 100.00 

TE3SE-C 48.68 1.70 31.31 14.76 0.17 1.77 0.84 0.10 0.59 0.06 100.00 

TE3SE-F 50.39 1.61 30.40 15.00 0.08 1.03 0.56 0.09 0.81 0.03 100.00 

TE3SS-C 44.71 1.70 29.70 15.12 0.17 5.71 2.54 0.17 0.10 0.08 100.00 

TE3SS-F 53.99 1.16 20.57 11.52 0.16 4.60 5.10 2.49 0.33 0.08 100.00 

TE3SS-I 48.67 1.52 26.99 13.73 0.15 5.36 2.68 0.65 0.18 0.07 100.00 

主要化学組成（lg.Loss規格化後）
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No.3トレンチ ③XRF分析結果 主要化学組成一覧表（南側トレンチ）



・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤や礫と判断される箇所において

は帯磁率が大きくなる。

・同一地層内でも帯磁率値が急変する箇所が認められる。

測定結果

←W E→

安山岩（角礫質）

埋土
赤褐色土壌

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

北面

埋土

赤褐色土壌

安山岩（角礫質）

東面

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

S→←N

0 1m

帯磁率測定箇所

■No.3南側トレンチの北面，東面，南面において帯磁率測定を実施し，肉眼観察による岩盤と堆積物の境界と比較した。

MⅠ段丘堆積物

MⅠ段丘堆積物

砂質シルト層

0 1m

帯磁率測定箇所

5.3-3-68

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

No.3トレンチ ④帯磁率測定結果（南側トレンチ 北面，東面）



安山岩（角礫質）

埋土

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

砂質シルト層

赤褐色土壌

←E W→

南面

測定結果

0 1m

帯磁率測定箇所

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤と判断される箇所に
おいては，肉眼観察結果と概ね整合的な結果が得られた。

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤や礫と判断される箇所において

は帯磁率が大きくなる。

・同一地層内でも帯磁率値が急変する箇所が認められる。

MⅠ段丘堆積物

5.3-3-69

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

No.3トレンチ ④帯磁率測定結果（南側トレンチ 南面）



←W E→

安山岩（角礫質）

埋土赤褐色土壌

明褐～褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

0 1m

赤褐色土壌

埋土

赤褐色土壌 MⅠ段丘堆積物

安山岩（角礫質）

S→←N

砂質シルト層

北面 東面

0 1m

安山岩（角礫質）

埋土
明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

砂質シルト層

赤褐色土壌

←E W→

0 1m

MⅠ段丘堆積物

No.3南側トレンチにおいて，肉眼観察の結果を基本とし，各種分析による客観的かつ定量的なデータを整理することにより
岩盤と堆積物の境界を判断すると，上図の通りとなる。

南面

5.3-3-70

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

No.3トレンチ 岩盤と堆積物の境界に関する調査結果のまとめ（南側トレンチ）

岩盤Type g3

堆積物Type t3-1

堆積物Type t3-2

岩盤Type g3

堆積物Type t3-1

堆積物Type t3-2



5.3-3-71

(3)-3 No. 1トレンチ



No.1トレンチ 試料採取位置（北面西側）

5.3-3-72

←W E→

Ｓ－２・Ｓ－６

埋土

砂質シルト層

シルト質砂層

安山岩（均質） 安山岩（角礫質）

シルト混じり
砂礫層

法面形状

0 1m 試料採取箇所

拡大写真範囲

調査位置図（No.1トレンチ 北面）
←W E→

拡大写真

■No.1トレンチの北面，南面において，岩盤と堆積物の境界について，試料採取前に肉眼観察を行い，その結果を基に薄片観察，XRD分析，XRF分析の試料採取箇所を決定した。
以下に，北面，南面の試料採取箇所を示す。

TE1N-A

TE1N-B

←W E→

シルト混じり砂礫層

安山岩（均質）

拡大写真（試料採取位置等を加筆）

0 20cm※TE1N-A，BはXRD，XRF分析のみ実施

試料採取箇所

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者
会合の第２回評価
会合時に示したもの



TE1N-C

TE1N-D

←W E→

シルト混じり砂礫層

安山岩（均質） 安山岩（角礫質）

←W E→

拡大写真 拡大写真（試料採取位置等を加筆）

0 20cm

←W E→

Ｓ－２・Ｓ－６

埋土

砂質シルト層

シルト質砂層

安山岩（均質） 安山岩（角礫質）

シルト混じり
砂礫層

法面形状

0 1m 試料採取箇所

拡大写真範囲

調査位置図（No.1トレンチ 北面）

試料採取箇所
Ｓ－２・Ｓ－６Ｓ－２・Ｓ－６
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※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者
会合の第２回評価会
合時に示したもの

No.1トレンチ 試料採取位置（北面中央）



拡大写真

←E W→

Ｓ－２・Ｓ－６

拡大写真（試料採取位置等を加筆）

0 20cm

←E W→

Ｓ－２・Ｓ－６

埋土

シルト質砂層

埋土

埋土

安山岩（均質）安山岩（角礫質）

シルト混じり
砂礫層

法面形状

0 1m

砂質シルト層

試料採取箇所

拡大写真範囲

調査位置図（No.1トレンチ 南面）

TE1S-A

←E W→

シルト混じり砂礫層

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

Ｓ－２・Ｓ－６

試料採取箇所 5.3-3-74

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者
会合の第２回評価会
合時に示したもの

No.1トレンチ 試料採取位置（南面）



試料採取位置 肉眼観察による区分 採取物の特徴

TE1N-A※ シルト混じり砂礫層 基質は黄灰～黄褐色を呈し，砂粒大～径20cmの安山岩を含む。

TE1Ｎ-B※ 安山岩（均質） 数cm間隔の割目により細片化した安山岩。ナイフで傷が着く程度の硬さであり，灰～緑灰色を呈する。

TE1N-C シルト混じり砂礫層 基質は黄灰～黄褐色を呈し，砂粒大～径20cmの安山岩を含む。

TE1N-D 安山岩（均質） 風化により角礫化した安山岩。緑灰色を呈する砂～角礫状の安山岩片の空隙を黄灰～黄褐色の粘土が充填する。

TE1S-A シルト混じり砂礫層 岩盤段差部の凹みに分布する。基質は黄灰～黄褐色を呈し，砂粒大～径20cmの安山岩を含む。

※TE1N-A，BはXRD，XRF分析のみ実施

5.3-3-75

No.1トレンチ 試料採取箇所の特徴等



（特徴）
・砂状粒子の石英を含む
・円磨された岩片（安山岩，凝灰岩）を含むことが多い

円磨された岩片
（安山岩）

堆
積
物
と
判
断
し
た
も
の

Type t1

・薄片観察の結果，岩盤と
堆積物に区分される。

（特徴）
・砂状粒子の石英をほとんど含まない
（石英は初生的には安山岩に含まれない）
・微細な粘土からなる基質中に角ばった安山岩片が含ま
れる

Type g1
（肉眼観察による安山岩（均質））

岩
盤
と
判
断
し
た
も
の

安山岩片

粘土から
なる基質

■No.1トレンチの北面，南面において試料採取した計3枚の薄片観察結果を以下に示す。

TE1N-D

TE1N-C TE1S-A

Type t1

単ニコル

直交ニコル

単ニコル

直交ニコル

単ニコル

直交ニコル

円磨された岩片
（凝灰岩）

石英

5.3-3-76

No.1トレンチ ①薄片観察結果（1）



Type t1

No.1トレンチ Type t1（No.1トレンチ Type g1）

Type g1

TE1N-D

Type t1

TE1N-C TE1S-A

※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル。※写真上は単ニコル，写真下は直交ニコル。

凡例（鉱物名）

〔岩片・生物遺骸〕
AN:安山岩 TF:凝灰岩 GN:花崗岩質岩 SI:珪化岩 MS:泥岩

〔初成鉱物・鉱物片〕
Qz:石英 Pl:斜長石 Kf:カリ長石 Bi：黒雲母 Hb:普通角閃石 Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石
Mf:(詳細不明)苦鉄質鉱物 Op:不透明鉱物

〔２次鉱物〕
Si:(詳細不明)シリカ鉱物 Ver:バーミュライト Sm:スメクタイト様粘土鉱物 Cl:(詳細不明)粘土鉱物
Ge:水酸化鉄 Zeo:沸石類 Py:黄鉄鉱 Amo:非晶質物質(Ge以外)

〔その他の記号〕
（ ）:仮像 MX:基質および石基 ＦＰ：フラクチャー孔隙 DP:溶解孔隙 5.3-3-77

No.1トレンチ ①薄片観察結果（2）



トレンチ位置 試料名
薄片観察による

岩相区分

石
英
最
強
ピ
ー
ク

ＸＲＤによる検出鉱物

石
英

ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト

ト
リ
デ
ィ
マ
イ
ト

カ
リ
長
石

斜
長
石

角
閃
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

雲
母
鉱
物

緑
泥
石

ス
メ
ク
タ
イ
ト

バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト

ギ
ブ
サ
イ
ト

磁
鉄
鉱

磁
赤
鉄
鉱

赤
鉄
鉱

針
鉄
鉱

No.1

TE1N-A※

堆積物 Type t1

3088 ○ △ ＋ △ ± ± ±

TE1N-C 2200 △ △ △ ± △ ± ± ± ±

TE1S-A 692 △ ○ △ ± △ ± ± ± ±

TE1N-B※

岩盤 Type g1
- ◎ ＋ ± △ ± ＋ ± ±

TE1N-D 703 △ ○ ± ＋ △ ± △ ± ± ±

■XRD分析による検出鉱物を薄片観察結果と比較した。

・薄片観察にてType t1と区分された堆積物は，石英最強ピークが692～3,088cpsである。

・薄片観察にてType g1と区分された岩盤は，石英最強ピークが検出されない～703cpsである。

◎：多量＞5000cps  ○：中量2500～5000cps  △：少量500～2500cps  ＋：微量250～500cps  ±：きわめて微量<250cps
標準石英最強回折線強度 （3回繰り返し測定，平均53,376cps）

※TE1N-A，TE1N-Bは岩盤境界が明瞭で薄片観察は実施していないため，周辺のTE1N-C，TE1N-Dで得られた薄片観察結果を基に薄片区分を推定

・石英のピーク値及び鉱物組成を比較した結果，明瞭な差異は認められなかった。

７
Å
型
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト

5.3-3-78

No.1トレンチ ②XRD分析結果
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堆積物 Type t1

岩盤 Type g1

■XRF分析による主要化学組成を薄片観察結果と比較した。

・主要化学組成を
比較した結果，
明瞭な差異は認
められなかった。

5.3-3-79

No.1トレンチ ③XRF分析結果 ハーカー図



主要化学組成（lg.Loss規格化後）

試料名 Type SiO2 TiO2 Al2O3 T-Fe2O3 MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 Total

TE1N-A※

t1

55.26 1.19 28.86 10.30 0.16 1.81 0.72 0.55 1.09 0.06 100.00 

TE1N-C 56.54 1.06 26.02 10.93 0.09 1.97 1.08 0.98 1.28 0.07 100.00 

TE1S-A 57.20 1.05 23.93 11.48 0.23 1.94 1.43 1.42 1.26 0.07 100.00 

TE1N-B※

g1
58.90 1.22 24.55 12.17 0.18 0.92 0.38 0.55 1.12 0.03 100.00 

TE1N-D 58.45 1.23 24.41 11.34 0.10 1.11 0.80 0.93 1.58 0.07 100.00 

※TE1N-A，TE1N-Bは岩盤境界が明瞭で薄片観察は実施していないため，周辺のTE1N-C，TE1N-
Dで得られた薄片観察結果を基に薄片区分を推定

5.3-3-80

No.1トレンチ ③XRF分析結果 主要化学組成一覧表



←W E→

Ｓ－２・Ｓ－６

埋土

砂質シルト層

シルト質砂層

安山岩（均質） 安山岩（角礫質）

シルト混じり
砂礫層

法面形状

0 1m

帯磁率測定箇所

調査位置図（No.1トレンチ 北面）

西側測定範囲 中央測定範囲

■No.1トレンチの北面，南面において帯磁率測定を実施し，肉眼観察による岩盤と堆積物の境界と比較した。

中央測定結果西側測定結果

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤や礫と判断される箇所に

おいては帯磁率が大きくなる。

安山岩

（角礫質）

安山岩

（均質）

シルト混じり
砂礫層

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤や礫と判断される箇所に

おいては帯磁率が大きくなる。

←W E→

安山岩

（均質）シルト混じり
砂礫層

←W E→

0 10cm

0 以上、2未満（10-3SI）

2 以上、4未満（10-3SI）

4 以上、6未満（10-3SI）

6 以上、8未満（10-3SI）

8 以上（10-3SI）

帯磁率凡例

0 10cm
Ｓ－２・Ｓ－６

5.3-3-81

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

No.1トレンチ ④帯磁率測定結果（北面）



←E W→

Ｓ－２・Ｓ－６

埋土

埋土

埋土

法面形状

0 1m

砂質シルト層

調査位置図（No.1トレンチ 南面）

シルト質砂層

安山岩（均質）安山岩（角礫質）

シルト混じり
砂礫層

測定範囲

帯磁率測定箇所

測定結果
Ｓ－２・Ｓ－６

安山岩

（均質）

安山岩

（角礫質）

シルト混じり
砂礫層

W→←E

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤や礫と判断される箇所に

おいては帯磁率が大きくなる。

・肉眼観察により相対的に新鮮な岩盤と判断される箇所においては，肉眼観察結果と概ね整合的な結果が得られた。

0 10cm

0 以上、2未満（10-3SI）

2 以上、4未満（10-3SI）

4 以上、6未満（10-3SI）

6 以上、8未満（10-3SI）

8 以上（10-3SI）

測定不能 (試料採取跡等 )

帯磁率凡例

5.3-3-82

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

No.1トレンチ ④帯磁率測定結果（南面）



0 20cm

←W E→

シルト混じり砂礫層

安山岩（均質） 安山岩（角礫質）

←W E→

シルト混じり砂礫層

安山岩（均質）

0 20cm

岩盤 Type g1

堆積物 Type t1

岩盤 Type g1

堆積物 Type t1

Ｓ－２・Ｓ－６

調査位置図（No.1トレンチ 北面西側） 調査位置図（No.1トレンチ 北面中央）

←E W→

シルト混じり砂礫層

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

Ｓ－２・Ｓ－６

0 20cm

堆積物 Type t1

No.1トレンチにおいて，肉眼観察の結果を基本とし，各種分析による客観的かつ定量的なデータを
整理することにより岩盤と堆積物の境界を判断すると，上図の通りとなる。

5.3-3-83

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

No.1トレンチ 岩盤と堆積物の境界に関する調査結果のまとめ

調査位置図（No.1トレンチ 南面）



(4) No.2トレンチにおけるS-2・S-6周辺の割れ目に関する調査結果

5.3-3-84



埋土
MⅠ段丘
堆積物

MⅠ段丘
堆積物

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

小段

Ｓ－２・Ｓ－６

0 1m

E→←W

No.2トレンチ写真（断層等を加筆）

■S-2・S-6周辺の割れ目について，上載地層との関係に関する調査を実施した。

安山岩（均質）

MⅠ段丘
堆積物

埋土

安山岩（角礫質）

埋土

MⅠ段丘
堆積物

小段

Ｓ－２・Ｓ－６

北面

底盤

南面

安山岩（角礫質）
安山岩（均質）

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

北面東側調査箇所北面西側調査箇所

No.2トレンチの割れ目に関する調査結果 調査位置図
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←W E→←W E→

0 20cm

北面西側調査箇所 拡大写真（礫，構造等を加筆）北面西側調査箇所 拡大写真

割れ目

・岩盤上面のくさび部には，MⅠ段丘堆積物が入り込むように堆積している。
・くさび部を挟んで両側の岩盤は，ほぼ同じ高さである。
・割れ目直上のMⅠ段丘堆積物中には，せん断面は認められない（次頁拡大写真参照）。
・くさび部を埋めるように堆積するMⅠ段丘堆積物層中の礫には定向性を示す傾向は認められず，また上方のMⅠ段丘堆
積物層中に認められる堆積構造（図中黄点線）は，岩盤上面とほぼ平行に分布し，堆積構造の乱れは認められない。

安山岩（均質）

MⅠ段丘堆積物

※写真，境界は有識者会合の第２回
評価会合時に示したもの

No.2トレンチ北面西側調査箇所

5.3-3-86



※写真，境界は有識者会合の
第２回評価会合時に示したもの

0 10cm

北面西側調査箇所 拡大写真（岩盤境界等を加筆）

←W E→

割れ目

No.2トレンチ北面西側調査箇所 拡大写真
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北面東側調査箇所 拡大写真（礫，構造等を加筆）

北面東側調査箇所 拡大写真

←W E→

0 20cm
割れ目

次頁拡大写真範囲

MⅠ段丘堆積物

安山岩（角礫質）

・割れ目付近の岩盤上面の凹部には，MⅠ段丘堆積
物が入り込むように堆積している。

・凹部を挟んで両側の岩盤は，ほぼ同じ高さである。
・割れ目直上のMⅠ段丘堆積物中には，せん断面は
認められない（次頁参照）。

・上方のMⅠ段丘堆積物中に認められる堆積構造（図
中黄点線）や層理（図中黄一点鎖線）は，岩盤上面と
ほぼ平行に分布し，堆積構造の乱れは認められない。

※写真，境界は有識者会合の第２回 評価会合時に示したもの

※凹部西側下部の岩盤と堆積物の境界付近に認められる段差
に沿う礫についての詳細検討結果を次頁以降に示す。

No.2トレンチ北面東側調査箇所①
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※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

拡大写真

0 5cm

←W E→

安山岩（角礫質）

薄片①観察写真（左右反転）

割れ目

薄片による
せん断面の確認箇所

安山岩（角礫質）

薄片①

・いずれの薄片においても割れ目の延長線上には，せん断面は認められない。
・なお，岩盤と堆積物の境界付近に認められた段差に沿う礫については，岩盤中の割れ目が風化等の影響により開放され，そこに堆積物が流入したことにより母
岩から分離するような様相で分布したものと考えられる。いずれにしても，薄片試料採取後に再整形したところ，この背面には岩盤が分布しており，このような状
況は連続性がない局所的な現象であったことが確認された（次頁参照）。

←W E→

直交ニコル

安山岩

（角礫質）

安山岩

（角礫質）

←W E→

単ニコル

安山岩

（角礫質）

安山岩

（角礫質）

■岩盤と堆積物の境界付近には段差に沿う礫が一部認められることから，より詳細に観察するため，岩盤と堆積物の境界付近において薄片観察を実施した。

薄片②

←W E→

直交ニコル

安山岩

（角礫質）

←W E→

単ニコル

安山岩

（角礫質）

安山岩（角礫質） 安山岩（角礫質）

MⅠ段丘堆積物

No.2トレンチ北面東側調査箇所②

薄片②観察写真（左右反転）
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試料採取前拡大写真

0 5cm

←W E→

安山岩（角礫質）

MⅠ段丘堆積物

※写真，境界は再整形後のもの

再整形後拡大写真（当初観察面より約10cm掘り込み）

0 5cm
割れ目

←W E→

MⅠ段丘堆積物

安山岩（角礫質）

割れ目

薄片採取後
再整形

・当初凹地西側で岩盤に沿う礫が認められたものの，再整形することによりその背面には岩盤が分布
し，岩盤境界は緩やかな凹地形状を呈することが確認された。

安山岩（角礫質）

■薄片試料採取後，割れ目箇所付近において，再整形を実施した。
←W E→

割れ目 再整形後写真

帯磁率測定結果

0 10cm

←W E→

割れ目

岩盤堆積物境
界は帯磁率測
定により補間

左記拡大写真範囲

帯磁率測定の
結果，目視によ
る岩盤・堆積物
境界と調和的な
結果が得られた。

※写真，境界は有識者会合の第２回評価会合時に示したもの

※写真，境界は今回再整形後のもの

5.3-3-90

No.2トレンチ北面東側調査箇所の再整形後の状況



補足資料５．３－４

上載地層法に関する調査結果（S-4）

5.3-4-1



5.3-4-2

（1） 35m盤トレンチ



S-4
35m盤トレンチ(A) 底盤写真

35m盤トレンチ(A) 底盤スケッチ
S-4

S-4

S-4

写真・スケッチ位置

トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

35m盤トレンチ（A）

S-4

S-4

走向 概ね北東－南西走向（N22°～52°E）

傾斜 北西傾斜（56°～82°NW）

破砕部の幅 2～15cm

【35m盤トレンチによるS-4破砕部の性状】

（走向は真北基準）

拡大スケッチ範囲（次頁）

35m盤トレンチ(A) －底盤写真・スケッチ－
第935回審査会合 机上配布資料1

P.5.3-4-3 再掲
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S-4付近詳細スケッチ
トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

S-4

S-4

スケッチ位置

35m盤トレンチ（A）

【S-4】
S-4は，走向・傾斜N22°E～N52°E/56°～82°NW（走向は
真北基準）で，幅2～15cmの固結した破砕部及び幅フィルム
状～0.5cmの灰褐～明褐色を呈する粘土状破砕部からなる。
底盤において，S-4は安山岩（均質）を見かけ左横ずれ変位さ
せており，主せん断面には条線が認められる。

2m0

【35m盤トレンチ(A) S-4付近詳細スケッチ】

5.3-4-4

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-4 再掲



S-4

35m盤トレンチ(B) 底盤写真 35m盤トレンチ(B) 底盤スケッチ

S-4

断層

断層

S-4

S-4

断層

断層
N30°E/64°NW

N40°W/66°SW

位置図

35m盤トレンチ(B)

トレンチ

EL35m盤

トレンチ概要図

←N S→

←
W

E
→

35m盤トレンチ（A）

S-4

断層

S-4

S-4（EL35m）

写真・スケッチ位置

35m盤トレンチ(B) －底盤写真・スケッチ－

（走向は真北基準）

5.3-4-5

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-5 再掲



35m盤トレンチ(B) －北面・南面・底盤 詳細スケッチ－

5.3-4-6

【S-4】
・S-4は，走向・傾斜N30°E/64°NW（走向は真北基準）で，幅2

～20cmの固結した破砕部及び幅フィルム状～3cmの灰褐～明
褐色を呈する粘土状破砕部からなる。底盤２において，S-4と斜
交する断層を見かけ左ズレで約10cm変位させている。

・北面においてタマネギ状風化に伴う割れ目が形成され，断層ト
レースが不明瞭となっている。S-4は，法面の上部において2条
に分岐し，西側の破砕部は岩盤中で消失する。東側の破砕部
は岩盤の上面まで追跡でき，基盤直上のHⅠa段丘堆積物に変
位・変形を与えていない。

【S-4に斜交する断層】
・断層は，走向・傾斜N40°W/66°SW （走向は真北基準）で，主

に幅2～10cmの固結した破砕部からなり，内部に塑性流動状
の構造が認められる。主せん断面は褐色～黄灰色安山岩と赤
褐～赤灰色安山岩の岩相境界となっているが大部分で密着し
ている。また，底盤２において，S-4に切られている。

・北面の上部で低角度の割れ目が形成され，断層トレースが不
明瞭となっている。断層は，岩盤の上面まで追跡でき基盤直上
のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていない。

←N S→

模式断面図

底盤１

底盤２

安山岩（角礫質）

HⅠa段丘堆積物

赤色土壌

赤褐色土壌

人工改変部

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m

盤
ト

レ
ン

チ
(B

)

スケッチ範囲

←N S→

断面位置（下図）

* 人工改変により南面には
上載地層は分布しない。

S-4断層

スケッチ（展開図）

北面

S-4
断層

人工改変部

安山岩（角礫質）

底盤１

小法面

底盤２

南面

HⅠa段丘堆積物

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-6 再掲



35m盤トレンチ(B) －北面・南面・底盤 写真－

5.3-4-7

←N S→

模式断面図

底盤１

底盤２

35m盤トレンチ(A)

トレンチ概要図

3
5
m

盤
ト

レ
ン

チ
(B

)

写真範囲

←N S→

断面位置（下図）

* 人工改変により南面には
上載地層は分布しない。

トレンチ写真（展開図）

北面

底盤１

小法面

底盤２

南面

←W E→

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-7 再掲



5.3-4-8

（2） 35m盤法面



35m盤法面表土はぎ －全景写真－

5.3-4-9

位置図

35m盤法面

35m盤トレンチ

35m盤トレンチ及び35m盤法面 全景写真

写真撮影方向

←N S→

地形図（1975年撮影，縮尺10,000分の1の空中写真より作成）
35m盤トレンチ・法面位置を加筆

EL35m盤

EL59m盤

EL21m盤

展望台

0m
30m60m90m112m 35m盤法面

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-9 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面写真（0～30m）－

5.3-4-10

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-10 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面写真（30～60m）－

5.3-4-11

S-4

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-11 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面写真（60～90m）－

5.3-4-12

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-12 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面写真（90～112m）－

5.3-4-13

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

EL35m

EL36m

EL37m

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-13 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面スケッチ（0～60m）－

5.3-4-14

HⅠa段丘堆積物 HⅠa段丘堆積物
基質は細～中粒砂からなり, にぶい黄褐色～明褐色(10YR5/3～7.5YR5/6)を呈する砂礫層。
径3～35cmの安山岩礫を40～60％以上含み, 礫同士が接した礫支持構造が認められる。
亜円～亜角礫を主体とし，円礫も混じる。礫は半クサリ礫化している。基質は良く締まって
おり，指圧であとが残らない。褐～黒色の斑紋の沈着によって，一部は半固結している。

安山岩( 均質)
風化して灰色～灰褐色を呈する。全体に3～30cmの間隔で割れ目が認められる。割れ目
は概ね密着しているが，一部に酸化鉄や酸化マンガンが沈着する。風化により軟質化して
おり，ナイフで傷が付き，削れる程度の硬さである。岩芯は硬質で暗灰色を呈する。

安山岩( 角礫質)
風化して褐灰色～赤紫色を呈する。全体に30～100cmの間隔で割れ目が認められる。割
れ目は概ね密着しているが，一部に酸化鉄や酸化マンガンが沈着する。風化により軟質化
しており，ナイフで傷が付き，削れる程度の硬さである。角礫部は，灰～暗灰色を呈し硬質
である。礫径は30～100cm程度が多く，最大200cmである( 標尺23m付近)。標尺50m付近に
は，北へ緩く傾斜する割目が2～5cmの間隔で認められる。

S-4

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-14 再掲



35m盤法面表土はぎ －法面スケッチ（60～112m）－

5.3-4-15

HⅠa段丘堆積物 HⅠa段丘堆積物
基質は細～中粒砂からなり, にぶい黄褐色～明褐色(10YR5/3～7.5YR5/6)を呈する砂礫層。
径3～35cmの安山岩礫を40～60％以上含み, 礫同士が接した礫支持構造が認められる。
亜円～亜角礫を主体とし，円礫も混じる。礫は半クサリ礫化している。基質は良く締まって
おり，指圧であとが残らない。褐～黒色の斑紋の沈着によって，一部は半固結している。

安山岩( 均質)
風化して灰色～灰褐色を呈する。全体に3～30cmの間隔で割れ目が認められる。割れ目
は概ね密着しているが，一部に酸化鉄や酸化マンガンが沈着する。風化により軟質化して
おり，ナイフで傷が付き，削れる程度の硬さである。岩芯は硬質で暗灰色を呈する。

安山岩( 角礫質)
風化して褐灰色～赤紫色を呈する。全体に30～100cmの間隔で割れ目が認められる。割
れ目は概ね密着しているが，一部に酸化鉄や酸化マンガンが沈着する。風化により軟質化
しており，ナイフで傷が付き，削れる程度の硬さである。角礫部は，灰～暗灰色を呈し硬質
である。

第935回審査会合 机上配布資料1
P.5.3-4-15 再掲
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